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この取扱説明書は、軽金属製品協会が企画・制作したものです。無断転用を禁じます。



〈３連はしご〉

上はしごや中はしごの
固定や引き上げ禁止

本体表示ラベル

ピクトラベル
（ラベルナンバー：A̶2̶○）

75度指示
ラベル

（ラベルナンバー：A̶4̶○）

ロープ操作手順ラベル

（２段目の踏ざん後ろ）

ALA̶74̶○）

上はしご

中はしご

下はしご

滑車
ロック金具（止め金具）

取っ手

３連はしごは、上はしごや中はしごを固定した
り、はしごを引き上げたりすると、ロック金具
（止め金具）が外れて、転落するおそれがある
ことを示します。

はしごを使うと
き、このラベル
のラインを水平
な地面（床）・垂
直な建物と水平
にします。

※１.ラベルを取り寄せるときは、ラベルナ
ンバーをご連絡ください。

※２.ラベルナンバーは、ラベルの右下に記
載されています。

※３.ラベルナンバーの○は、改訂ナンバー
です。

（ラベルナンバー：ALA73ー◯）

記載されている内容を守らなければ、けがや
製品が破損するおそれがあることを示します。

製品を操作するときに、可動部で手をはさむ
おそれがあることを示します。

裏面を使うと踏ざんから足を滑らせて、転落
するおそれがあることを示します。

バランスをくずして、転倒や転落のおそれが
あることを示します。
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この製品の取扱説明書や警告ラベルには、
安全に使用する上で特に重要なことが書か
れていますので、内容が理解できない人が
使うと、重大な事故につながるおそれがあり
ます。

12・13
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ここに記載されている注意事項を守らない
と、死亡や重大な事故、製品の破損が生じる
おそれがあります。

この製品は、建物などに立て掛けて、高い所
に昇り降りする用途に作られた「はしご」で
す。使いかたを誤ったり、用途以外の使いか
たをしますと、転倒や転落による重大な事
故のおそれがあります。

補助者がはしごを支えないと、はしごが動き
ます。そのときバランスをくずして、転倒や
転落のおそれがあります。

重大な事故を起こすおそれがあります。

製品に引っ掛かったり、すそを踏みつけるお
それのある服装で使用しないでください。

異常のあるときは、絶対に使わないでくだ
さい。重大な事故につながるおそれがあり
ます。
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３

３

上はしごと中はしごを一番下まで縮め、ロ
ープなどで支柱と踏ざんを固定して運んで
ください。

1人で行うと、人や建物に当てて、事故を起
こすおそれがあります。

固定しないと、はしごが動き、手などをはさ
むおそれがあります。

製品が変形したり、亀裂が入り、使用中に
折れるおそれがあります。

設置場所が下記の状態では、はしごが傾い
て転倒や転落のおそれがあります。

３連はしごをやわらかい地面で使いますと、
下はしごが地面に埋もれてロック金具（止め
金具）が外れ、上はしごや中はしごが落下し
て重大な事故になるおそれがあります。

設置場所が下記の状態では、転倒や転落の
おそれがあります。

出入りする人や開けたドアで、はしごが倒
されて転倒や転落のおそれがあります。

濡れた踏ざんで滑ったり、強い風を受けて
身体のバランスをくずして、転倒や転落の
おそれがあります。

足を踏み外したり、周囲の危険な物に気付
かないことが原因で、転倒や転落のおそれ
があります。

転倒や転落のおそれがあります。
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３

上はしごや中はしごを固定しな
いでください。

３

上はしごと中はしご及び中はしごと下はしご
の踏ざんの間で、手や足をはさむおそれが
あります。必ず取っ手の中央を持ち、滑り止
めユニット（滑り止め用端具）部分を片足で
踏んでください。

支柱を持つと、手をはさんだり、上はしごや中
はしごの支柱が手にあたるおそれがあります。

上はしごや中はしごを固定すると、使用中に
ロック金具（止め金具）が外れるおそれがあ
ります。このとき上はしごや中はしごの固定
箇所を外すと、上はしごや中はしごの落下に
よって重大な事故を起こすおそれがありま
す。やむをえず上はしごや中はしごを固定す
るときは、踏ざんどうしを固定してください。

ロック状態（１7ページ図―C参照）でないと
きに手を離すと、上はしご及び中はしごが急
に落下して事故やはしごの破損の原因にな
ります。
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建物の壁に立て掛けた場合は、
はしごの上から３段目以上の踏
ざんには乗らないでください。

足を滑らせて転落するおそれがあり
ます。

はしごを建物の接点から長く突き出しすぎ
ると、はしごから屋根に乗り移る場合、はしご
が動きます。そのときバランスをくずして、
転倒や転落のおそれがあります。建物の高
さに合ったはしごをお使いください。

身体が不安定になり、転倒や転落のおそれ
があります。

はしごが破損して、
転倒や転落のおそ
れがあります。

7 8



7

３連はしごは、上はしごや中はし
ごを引き上げないでください。

上はしごや中はしごを引上げるとロック金具
（止め金具）は外れ、そのまま手を離すと上
はしごや中はしごが落下して、重大な事故が
生じる危険があります。

つなぎ目が折れたり、
台や箱が移動して、
転倒や転落のおそれ
があります。

はしごのしなりや滑りによって、はしごの先
端が外れ、転倒や転落のおそれがあります。

踏ざんが直接あたると、はしごが不安定に
なり、バランスをくずして、転倒や転落のおそ
れがあります。

はしごがずれて不安定になり、転倒や転落
のおそれがあります。

はしごの接地側が持ち上がって不安定にな
り、転倒や転落のおそれがあります。

身体のバランスをくずしたり、接地面が不
安定になって、転倒や転落のおそれがあり
ます。

はしごが不安定に
なり、転倒や転落の
おそれがあります。

墜落した場合、墜落時の衝撃ではしごの
転倒や破損のおそれがあります。

はしごに墜落制止用器具
(安全帯）や安全ブロックを
取り付けて使用しないでく
ださい。
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20

接合

壁などを無理
に押したりす
ると、その反動
ではしごが立
ち上がったり、
ずれたりして、
バランスをく
ずして、転倒や
転落のおそれ
があります。

身体が不安定になり、転倒や転落のおそれ
があります。

バランスをくずして、
転倒や転落のおそ
れがあります。その
ような荷物があると
きは、背中に背負う
などして、両手両足
が使える状態にして
ください。

傷害事故のおそれがあります。降りるときは、
最下段の踏ざんまで使って慎重に降りてくだ
さい。身体を乗り出すと

バランスをくずし
て、転倒や転落の
おそれがあります。

11 12



3.はしごを立ててロープを引っ張り、上は
　しごと中はしごを2～3段伸ばして、下記
　の点検をしてください。

上はしごと中はしごがスムーズに上がりま
すか。スムーズに上がらないときは、ロープ
が滑車にからんでいないか確認し、からん
でいる場合は直してください。それでも直
らないときは、弊社までご相談ください。
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4.はしごの伸ばしかた・
　縮めかた
操作は一人で行い、補助者ははしごから離れ
てください。

＜伸ばしかた＞
❶左手で取っ手の中央を持ち、はしごが滑ら
ないよう、滑り止めユニット（滑り止め用端
具）部分を踏んで、ほぼ垂直に立ててくだ
さい。
❷右手でオレンジ線の入った上はしご用ロ
ープを引っ張って、上はしごを１～２段分
上げてください。
❸ロック金具（止め金具）のツメの内側が踏
ざんに掛かった状態で（図―Ｂ）、ロープを
少しゆるめます。すると左右のロック金具
（止め金具）が踏ざんに乗り固定されます
（図―Ｃ）。
※この動作を繰り返して、上はしごを伸ばし
ていきます。

❹希望の高さまで伸びたら、左右のロック金
具（止め金具）が確実に固定されている（図
―Ｃ）ことを確認してください。
❺次に、中はしごを白色の中はしご用ロープを
使って❷～❹の手順で伸ばしていきます。

伸ばすときは、必ず上はしごを先に伸ばしてく
ださい。中はしごを先に伸ばすと正常に伸び
ず危険です。

上はしごや中はしごを伸ば
すときは、建物・屋根のひさ
しなどに、ぶつけないよう
に注意してください。

警告

縮めるときは、必ず中
はしごを先に縮めてく
ださい。上はしごを先
に縮めると正常に縮
まらず危険です。

上はしごや中はしごを
縮めるときは、一人で
慎重に行ってくださ
い。乱暴にしますと、変
形や破損の原因にな
ります。

警告❶左手で取っ手の中央を持ち、はしごが滑ら
ないよう、滑り止めユニット（滑り止め用端
具）部分を踏んで、ほぼ垂直に立ててくだ
さい。　　
❷右手で白色の中はしご用ロープを少し引
っ張って、ロック金具（止め金具）のツメが
踏ざんにあたらなくなるまで上げてくだ
さい（図―ａ）。
❸ロープを少しゆるめて中はしごを１～２段
分降ろし、ロック金具（止め金具）のツメが
踏ざんを通り越したら止めてください（図
―ｃ）。
❹ロープを少し引っ張り、ロック金具（止め金
具）のツメの内側が踏ざんに掛かったら
（図―ｄ）ロープをゆるめます。するとロッ
ク金具（止め金具）は、踏ざんに乗り固定
されます（図―ｅ）。
※この動作を繰り返して、中はしごを縮めて
ください。
❺次に、上はしごをオレンジ線の入った上は
しご用ロープを使って❷～❹の手順で縮
めてください。
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昇り降りするときは、補助者が滑り止めユ
ニット（滑り止め用端具）部分を片足で押
さえて、両手でしっかり支えてください。
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「故障かな？」と思ったら（不調診断）

や中はしご

や中はしご

3

3


